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◎
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
は
、

公
債
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
公
営
企
業
借
換
債
、
臨
時

特
例
措
置
の
借
換
要
件
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
低
利
へ

の
借
換
お
よ
び
特
殊
勤
務
手
当

の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
分
な

ど
に
係
わ
る
人
件
費
の
補
正
を

す
る
も
の
で
す
。

質
疑　

水
道
お
よ
び
下
水
道
事

業
の
公
営
企
業
借
換
債
に
か
か

る
借
換
え
効
果
と
軽
減
額
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

昨
年
度
新
設
さ
れ
た
公

営
企
業
借
換
債
は
、
高
金
利
対

策
と
し
て
一
定
金
利
以
上
の
借

換
え
が
公
営
企
業
債
に
設
け
ら

れ
た
臨
時
特
例
措
置
で
、
昨
年

度
の
借
換
え
に
よ
る
利
子
軽
減

額
は
、
水
道
事
業
で
約
５
０
０

万
円
、
下
水
道
事
業
で
約
１
億

３
４
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
補
正
は
、
新
た
に

水
道
事
業
の
借
換
え
要
件
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
借
換
債

を
増
額
し
、
今
年
度
の
借
換
え

に
よ
る
利
子
軽
減
額
は
、
水
道

事
業
で
約
１
０
８
０
万
円
、
下

水
道
事
業
で
約
７
３
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
地
方
６
団
体
や
他
都

市
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

国
等
に
強
く
要
望
し
、
公
債
費

負
担
軽
減
に
努
め
た
い
。
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☆
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
条
例

　

市
民
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
市
民
に
交
流
等
の
場
を

提
供
お
よ
び
地
域
の
情
報
を
発

信
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
末
広

町
に
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の
で
、

施
行
期
日
は
平
成　

年
４
月
１

１９

日
で
す
。

質
疑　

地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
利
用
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
利
用
料
金
制
度
を
導

入
し
た
場
合
、
指
定
管
理
者
は

利
用
者
に
対
し
利
用
料
金
を
還

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
弁　

建
物
の
利
用
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
経
過
の
中
で
、
旧
末
広
町
分

庁
舎
の
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ

き
、
４
階
、
５
階
部
分
の
撤
去

や
耐
震
壁
の
設
置
等
の
改
修
を

す
る
こ
と
と
し
、
利
用
方
法
に

つ
い
て
は
議
会
を
は
じ
め
市
民

意
見
を
広
く
伺
い
な
が
ら
、
１

階
に
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情
報
発
信

機
能
、
２
階
に
市
民
の
交
流
施

設
と
し
て
の
機
能
、
３
階
に
市

民
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
還
付
を
し
な

い
が
や
む
得
な
い
事
情
が
生
じ

た
場
合
は
、
指
定
管
理
者
が
、

市
長
の
承
認
を
得
て
、
一
部
ま

た
は
全
部
を
還
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

※
審
査
し
た
総
務
常
任
委
員
会

で
は
、
施
設
の
管
理
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
指
定
管
理
者
に
そ

の
責
務
を
十
分
に
認
識
さ
せ
、

公
平
な
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う

留
意
す
べ
き
と
の
意
見
が
付
さ

れ
ま
し
た
。
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地域交流まちづくりセンター（完成予想図）　地域交流まちづくりセンター（完成予想図）

■
利
用
料
金
制
度
と
は
■
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☆
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例　

　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
通
勤
の
範
囲

を
改
め
、
お
よ
び
介
護
補
償
を

行
わ
な
い
場
合
の
規
定
等
を
整

備
す
る
も
の
で
、
施
行
期
日
は

公
布
の
日
と
な
り
ま
す
が
、
介

護
補
償
の
改
正
規
定
は
平
成　
１８

年　

月
１
日
で
す
。

１０
☆
戸
井
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
条

例
　

戸
井
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の

管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
伴
う
規
定
の
整

備
で
、
施
行
期
日
は
平
成　

年
１９

４
月
１
日
で
す
。

☆
日
乃
出
い
こ
い
の
家
条
例

　

日
乃
出
い
こ
い
の
家
の
使
用

料
を
民
営
公
衆
浴
場
の
現
行
料

金
に
準
じ
た
金
額
に
改
定
す
る

も
の
で
、
施
行
期
日
は
平
成　
１８

年
７
月　

日
で
す
。

２５

☆
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条
例

　

日
吉
が
丘
小
学
校
親
子
学
校

給
食
共
同
調
理
場
を
廃
止
し
、

昭
和
小
学
校
親
子
学
校
給
食
共

同
調
理
場
が
給
食
調
理
等
を
行

う
学
校
に
日
吉
が
丘
小
学
校
お

よ
び
北
日
吉
小
学
校
を
追
加
す

る
も
の
で
、
施
行
期
日
は
平
成

　

年
８
月
１
日
で
す
。

１８☆
市
営
谷
地
頭
温
泉
使
用
条
例

　

市
営
谷
地
頭
温
泉
の
入
浴
料

金
を
民
営
公
衆
浴
場
の
現
行
料

金
に
準
じ
た
料
金
に
改
定
す
る

も
の
で
、
施
行
期
日
は
平
成　
１８

年
７
月　

日
で
す
。

２５

☆
火
災
予
防
条
例

　

火
災
警
報
発
令
中
に
お
け
る

林
野
火
災
の
防
止
を
目
的
に
、

山
林
、
原
野
等
の
市
長
が
指
定

し
た
区
域
内
で
の
喫
煙
を
禁
止

す
る
た
め
、
規
定
の
整
備
を
す

る
も
の
で
、
施
行
期
日
は
公
布

の
日
で
す
。

■
指
定
管
理
者
と
は
■
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◎
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、

歳
出
で
は
、
知
的
障
害
者
更
正

施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
に
伴
う
施
設
整
備
費
補

助
金
や
、
国
の
「
都
市
エ
リ
ア

産
学
官
連
携
促
進
事
業
」
に
函

館
地
域
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
関
連
経
費
な
ど
、
ま
た
、

減
債
基
金
に
前
年
度
繰
越
金
の

２
分
の
１
相
当
額
を
積
み
立
て

る
と
と
も
に
、
今
後
の
財
政
需

要
に
対
処
す
る
た
め
予
備
費
に

財
源
を
留
保
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
歳
出
補
正
に
係

わ
る
特
定
財
源
の
補
正
の
ほ
か
、

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
見

１７

込
み
が
固
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
繰
越
金
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

質
疑　

空
港
ふ
れ
あ
い
菜
園
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ

る
効
果
と
管
理
委
託
料
の
限
度

額
の
根
拠
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

空
港
ふ
れ
あ
い
菜
園
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ

る
効
果
と
し
て
、
コ
ス
ト
面
で

は
、
開
園
当
初
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

か
ら
判
断
が
難
し
い
が
、
直
営

や
委
託
で
の
運
営
と
比
較
し
た

場
合
、
弾
力
的
な
人
員
配
置
等

に
よ
り
人
件
費
等
の
縮
減
が
図

ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
昨
年　
１１

月
の
開
園
に
当
た
っ
て
実
施
し

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
指
定
管
理
者
の
栽
培
指
導

や
気
配
り
に
感
謝
す
る
回
答
が

多
数
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
市
民
が

農
業
に
親
し
み
、
生
産
の
喜
び

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ひ
い

て
は
余
暇
時
間
の
充
実
に
資
す

る
と
い
う
菜
園
の
設
置
目
的
が

達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

管
理
委
託
料
の
限
度
額
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

１６

１８

年
度
の
管
理
委
託
料
の
積
算
の

考
え
方
と
相
違
点
は
な
い
が
、

通
年
開
設
し
た
平
成　

年
度
の

１７

実
績
を
踏
ま
え
、
単
年
度
の
管

理
委
託
料
を
３
万
３
千
円
増
の

１
４
９
万
円
と
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
平
成　

年
度
の
介

１７

護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
見

込
み
が
固
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

介
護
保
険
料
の
余
剰
分
を
介
護

給
付
費
準
備
基
金
に
積
み
立
て

る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
に

１７

概
算
交
付
さ
れ
た
国
、
道
か
ら

の
介
護
給
付
費
負
担
金
等
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
超
過
交
付

分
を
平
成　

年
度
に
返
還
す
る

１８

必
要
が
生
じ
た
た
め
補
正
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
特
殊
勤
務

手
当
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

分
と
し
て
人
件
費
の
補
正
を
す

る
も
の
で
す
。
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産学官で研究が進められている「ガゴメ昆布」産学官で研究が進められている「ガゴメ昆布」　

空港ふれあい菜園　空港ふれあい菜園
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１２７,９０４,８２４１,２３０,８２４一　　般　　会　　計
４,０７４,００２２港 湾 事 業

特
別
会
計

３１,４６７,００５３８７国民健康保険事業
３３,３１４,２４１６４５,２６４老人保健医療事業
１８,３４６,３４６３７１,０６４介 護 保 険 事 業
３９,４９３１３,０２１風 力 発 電 事 業

６,３８４,８９３８８,５００収　入
水 道 事 業

公
営
企
業
会
計

８,４０４,０６６８７,１３２支　出
５６８,０２３３,１７９収　入

温 泉 事 業
７０６,３２２１６９支　出

１０,７０８,９８９５５２収　入公共下水道
事　　　業 １２,４３９,１６８１,２８９支　出

１７,７１０,１０１３５９収　入
病 院 事 業

１９,７４７,９６３１５,７６１支　出
記載金額の単位は千円です。


